
案
支
那
出
張
ノ
件
上
申

東
京
美
術
学
校
書
記
北
浦
大
介

類

嗜

」）
に
よ
っ
て
分
か
る
。

治
、
多
畑
宗
哉
、
高
井
泰
令
、
堀
井
政
吉
、
堆
朱
楊
成
、
梅
澤
隆
員
諸
氏
）

は
、
其
の
非
行
を
覺
り
て
、
今
回
正
木
美
術
學
校
長
を
介
し
て
、
衷
心
謝
愁

を
表
明
し
、
二
月
六
日
上
野
精
養
軒
に
會
合
し
て
祖
交
を
暖
め
た
れ
ば
、
六

角
氏
も
同
校
長
の
保
證
に
依
り
、
之
を
誠
意
に
出
で
た
る
も
の
と
寛
容
せ
ら

れ
、
絃
に
事
件
の
圏
満
な
る
解
決
を
見
た
る
は
、
漆
藝
痰
逹
の
為
洵
に
幸
疫

に
堪
へ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
八
巻
第
一
号
）

な
お
、
こ
の
事
件
の
遠
因
は
紫
水
と
辻
村
松
華
の
対
立
に
あ
り
と
見
る
向
き

も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
報
道
も
な
さ
れ
た
が
、
松
華
は
事
件
の
最
中
に
死
去
し

た
。
昭
和
五
年
十
一
月
六
日
に
は
紫
水
の
楽
浪
漆
器
研
究
成
果
の
一
っ
「
暁
天

吼
号
之
図
漆
器
手
箱
」
（
第
十
一
回
帝
展
出
品
作
）
に
帝
国
美
術
院
賞
が
授
与

さ
れ
た
。

⑩

唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会

昭
和
二
年
十
月
二
十
八
日
、
正
木
直
彦
校
長
は
外
務
省
対
支
文
化
事
業
部
の

用
務
を
帯
び
て
、
本
校
書
記
兼
文
庫
主
任
北
浦
大
介
、
帝
室
博
物
館
美
術
部
長

溝
口
禎
次
郎
、
嘆
学
者
田
辺
為
―
―一
郎
（
碧
堂
）
ら
と
と
も
に
支
那
へ
向
け
て
出

発
し
た
。
他
に
画
家
渡
辺
晨
畝
が
先
発
し
て
北
京
で
一
行
を
迎
え
た
。
北
浦
は

正
木
の
補
佐
役
と
し
て
随
行
し
た
こ
と
が
左
記
の
上
申
書
控
（
「苫
五
職
員
関
係
書

今
般
小
官
支
那
出
張
ヲ
命
ゼ
ラ
ル
、
二
付
テ
ハ
渡
支
ノ
上
親
ッ
ク
多
数
支
那

美
術
家
及
碩
学
名
士
ノ
翡

ニ
モ
接
見
シ
日
支
両
霰
美
術
上
ノ
親
善
狽
展
二
盛

力
致
度
及
ブ
限
リ
ニ
於
テ
支
那
古
美
術
並
現
代
美
術
二
就
キ
テ
モ
調
査
視
察

シ
タ
キ
希
望
二
有
之
滞
支
中
ハ
非
常
ナ
ル
多
事
多
忙
タ
ル
ベ
キ
ヲ
豫
想
サ
レ

候
就
テ
ハ
右
ノ
者
ヲ
譴
行
者
ト
シ
テ
帯
同
シ
彼
地
二
於
テ
日
々
逢
着
ス
ベ

キ
事
故

二
際
シ
射
助
者
タ
ラ
シ
メ
度
候
ヲ
以
テ
同
人
ヘ
モ
支
那
出
張
ノ
御
発

令
有
之
度
此
段
上
申
候
也

年

月

文
部
大
臣
宛

追
テ
出
張
期
間
ハ
一
箇
月
餘
二
渉
ル
見
込
ニ
シ
テ
旅
費
ハ
外
務
省
劉
支
文

化
事
業
費
ョ
リ
支
給
サ
ル
、
見
込
二
候

正
木
ら
の
旅
行
は
東
方
絵
画
協
会
役
員
と
し
て
の
任
務
を
帯
び
た
も
の
で
、

最
大
の
目
標
は
第
五
回
日
華
聯
合
絵
画
展
覧
会
（
北
京
）
の
実
現
を
図
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
一

行
の
足
跡
は
正
木
の
『
十
三
松
堂
日
記
』
に
よ
っ
て
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
彼
ら
は
十
月
二
十
九
日
に
下
関
を
出
港
し
、
翌
三
十
日
釜

山
入
港
。
十
一
月
五
日
ま
で
朝
鮮
各
地
の
遺
跡
や
古
美
術
品
を
見
学
し
、
翌
六

日
奉
天
着
。
七
日
北
京
に
着
き
、
遺
跡
や
美
術
品
を
見
学
し
た
り
、
東
方
絵
画

協
会
員
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
た
り
し
、
特
に
正
木
は
同
会
の
事
業
の
障
害
と

な
っ
て
い
た
金
開
藩
、
周
密
祥
の
対
立
の
調
停
に
つ
と
め
る
な
ど
し
た
。
同
月

二
十
二
日
に
は
天
津
へ
行
き
、
同
様
に
見
学
、
交
流
を
行
い
、
十
二
月
七
日
に

帰
京
し
た
。
正
木
の
「
支
那
旅
行
談
」
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
六

巻
第
八
号
）
を
読
む
と
、
彼
が
今
回
の
旅
行
に
少
な
か
ら
ず
感
銘
を
受
け
た
様

子
が
判
る
。
彼
は
大
村
西
崖
の
東
洋
美
術
史
研
究
や
中
国
旅
行
を
積
極
的
に
支

日

学
校
長
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員
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会

会

長

公

爵

近

衛

文

麿

副

会

長

伯

爵

委

清
浦
奎
吾

正
木
直
彦

坂
西
利
八
郎

小
堀
柄
音

渡
辺
晨
畝
小
室
翠
雲

援
し
た
だ
け
で
な
く
、
も
と
も
と
彼
自
身
も
東
洋
美
術
史
に
深
い
関
心
を
持
っ

て
い
た
の
で
、
実
際
に
多
く
の
遣
蹟
や
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き

な
喜
び
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
旅
行
の
結
果
、
外
務
省
対
支
文
化
事
業
部
の
後
援
に
よ
り
昭
和
一二年
秋

に
御
大
典
奉
祝
の
意
味
を
込
め
て
東
京
府
美
術
館
で
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
を

開
催
し
、
同
時
に
東
京
帝
室
博
物
館
で
も
唐
宋
元
明
の
名
画
を
陳
列
す
る
計
画

が
持
ち
上
が
っ
た
。
こ
う
し
た
計
画
が
生
ま
れ
た
―
つ
の
原
因
は
、
北
京
画
坦

に
お
け
る
金
、
周
間
の
対
立
が
解
け
ず
、
聯
合
展
が
開
催
で
き
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
が
、
旅
行
に
溝
口
禎
次
郎
が
加
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
正
木

ら
の
脳
裏
に
は
唐
宋
元
明
名
画
展
の
計
画
が
早
く
か
ら
萌
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

展
覧
会
計
画
が
決
ま
る
や
日
中
双
方
か
ら
で
ぎ
る
限
り
多
く
の
名
品
を
集
め

る
た
め
に
、
ま
ず
同
年
五
月
に
本
校
教
授
結
城
素
明
、
貴
族
院
議
員

・
前
支
那

大
総
統
府
顧
問

・
中
将
坂
西
利
八
郎
お
よ
び
渡
辺
晨
畝
が
中
国
へ
出
品
勧
誘
に

赴
き
、
「
大
連
で
は
先
づ
粛
親
王
に
會
ひ
、
そ
れ
か
ら
奉
天
、
天
津
、
北
京
、

青
島
、
上
海
か
ら
長
江
筋
を
巡
つ
て
普
く
同
時
代
〔
唐
、
宋
、
元
、
明
時
代
〕

の
名
作
を
求
め
、
七
月
中
に
は
婦
國
」
（
同
年
六
月

一
日

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
所
載

「
大
連
特
電
三
十
日
発
」
の
素
明
談
話
）
と
い
う
旅
程
で
精
力
的
に
交
渉
を
進
め
、

一
方
、
国
内
で
は
正
木
や
北
浦
が
中
心
と
な

っ
て
出
品
勧
誘
に
奔
走
し
、
準
備

が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
次
の
役
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。

菊
池
契
月

山
本
春
挙

竹
内
栖
鳳

下
村
観
山

川
合
玉

堂

荒

木

十
畝
横
山
大
観

結
城
素
明
都
路
華
香
溝
口
禎
次
郎

事
務
所
東
京
美
術
学
校
内
文
庫

北
浦
大
介
は
委
員
に
は
任
命
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
事
務
所
が
本
校
文
庫
に
置

か
れ
た
以
上
、
彼
が
実
務
の
大
半
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
陳
列
品
北

〔入〕

京
百
十
二
黙
、
天
津
八
十
二
黙
が
十
四
日
誹
戸
の
港
の
天
津
航
路
南
米
丸
で
運

ば
れ
、
十
五
日
東
京
美
術
學
校
文
庫
主
任
北
浦
大
介
氏
が
わ
ざ
／
＼
束
紳
し
て

午
後
五
時
四
十
分
神
戸
稜
列
車
で
東
京
へ
楡
送
し
た
、
十
七
日
荷
を
解
い
て
陳

列
に
取
掛
る
筈
で
あ
る
」
(
+
一
月
十
六
日
『
時
事
新
報
』
）
と
い
う
記
事
な
ど
を

見
る
と
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
が
忍
ば
れ
る
。
こ
う
し
て
中
国
側
の
積
極
的
な
協
力

に
よ
り
、
名
品
が
多
数
到
着
し
た
が
、
そ
れ
に
前
後
し
て
関
晃
鉤
、
金
開
藩
、

熙
鈴
、
賊
鐸
、
王
一
亭
（
南
方
代
表
）
、
張
弧
（
北
方
代
表
）
、
方
若
そ
の
他
多

数
の
蔵
幅
家
、
学
者
、
画
家
た
ち
が
来
日
し
た
。
劉
襲
業
が
宜
統
帝
所
蔵
の
黄

答
筆
「
柳
塘
棗
鳥
図
巻
」
「
唐
人
遊
猟
図
巻
」
お
よ
び
李
公
麟
筆
「
五
馬
図

巻
」
を
携
行
し
て
来
て
日
本
人
を
驚
嘆
さ
せ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
っ
た
。

唐
宋
元
明
名
画
展
買
会
は
昭
和
三
年
十
一
月
か
ら
同
十
二
月
に
か
け
て
東
京

府
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、
同
時
に
帝
室
博
物
館
で
も
名
画
の
展
示
が
あ
り
、
こ

こ
に
日
中
両
国
協
力
に
よ
る
空
前
絶
後
の
大
名
画
展
が
実
現
し
た
。
会
期
中
、

正
木
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』
（
十
二
月
十
五
、
十
六
、
十
八
日
）
に
「
支
那
古
名

画
」
と
題
す
る
論
説
を
寄
稿
し
、
こ
の
展
覧
会
に
は
唐
、
宋
、
元
、
明
の
著
名

な
絵
画
が
大
体
集
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
一
度
に
多
く
を
展
観
す
る
の
は

日
支
両
国
と
も
未
曾
有
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
双
方
と
も
に
新
発
見
が
多
く
、
画

期
的
な
催
し
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
が
、
確
か
に
東
洋
美
術
研
究
の
進

展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
模
様
は
『
唐
宋
元
明
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序

木
の
序
文
で
あ
る
。

此
盛
事
を
記

唐
宋
元
明
名
霊
展
覧
會
の
主
催
に
係
る
支
那
古
名
聾
展
覧
會
は
昭
和
三
年
十

一
月
二
十
四
日
よ
り
十
二
月
二
十
日
に
至
る
二
十
七
日
間
東
京
府
美
術
館
に

開
催
し
た
り
本
會
は
中
華
民
國
蒐
集
家
の
蔵
弄
に
井
せ
て
古
来
我
邦
に
側

存
せ
る
諸
家
牧
蔵
の
賓
箱
を
始
と
し
近
時
流
傷
の
名
蹟
に
至
る
ま
で
凡
五
百

餘
毘
之
を
一
堂
の
裡
に
展
列
し
て
一
般
の
鑑
賞
に
供
し
叉
＿帝
室
博
物
館
に
於

て
は
御
物
及
社
寺
図
賓
中
の
唐
宋
元
明
四
朝
の
名
蹟
穂
て
二
十
八
題
六
十
三

黙
を
陳
列
し
本
展
覧
會
と
連
絡
し
て
同
時
に
公
開
展
観
に
供
し
た
り
因
て

想
ふ
に
隋
唐
以
来
我
邦
支
邦
と
交
通
し
て
よ
り
千
三
百
年
此
間
支
那
綸
聾
の

我
邦
に
偉
末
せ
る
も
の
幾
許
な
る
を
知
る
べ
か
ら
ず
就
中
宋
元
北
宗
院
慨

甕
の
傭
来
最
も
多
く
彼
土
に
は
却
て
逸
低
せ
る
も
の
炒
か
ら
ず
之
に
反
し

支
那
に
は
元
明
南
宗
士
夫
の
粛
多
く
傾
襲
し
て
我
邦
に
は
其
聾
蹟
を
見
る
こ

と
希
な
り
し
が
這
回
の
展
覧
會
を
機
會
に
雨
國
の
牧
蔵
家
は
各
其
清
悶
を
開

き
希
有
の
唐
蹟
を
始
と
し
て
彼
我
合
拍
長
短
相
補
ひ
一
大
観
を
現
出
せ
る
こ

と
は
宜
に
空
前
の
盛
事
に
し
て
斯
界
の
慶
頼
何
事
か
之
に
加
へ
ん
や
此
展

覧
會
の
為
に
来
朝
せ
る
彼
土
の
人
士
は
我
邦
に
宋
元
名
霊
の
多
敷
に
重
襲
賓

護
せ
ら
る
4

に
驚
き
我
邦
の
人
士
は
元
明
の
劇
蹟
を
親
賭
し
て
多
年
の
渇
望

を
竪
し
た
る
が
如
し
是
に
由
て
之
を
観
れ
ば
此
企
劃
が
我
邦
文
化
の
進
展

に
寄
典
し
た
る
効
果
の
遠
且
大
な
る
べ
き
を
信
じ
て
疑
は
ざ
る
な
り

品
の
多
敷
を
珂
羅
版
に
付
し
唐
宋
元
明
名
盟
大
観
と
名
づ
く

今
列

名
画
大
観
』
（
昭
和
四
年
。
東
京
美
術
学
校
文
庫
内
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会

・
代
表
北

浦
大
介
編
。
大
塚
巧
芸
社
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
左
記
は
同
書
の
正

工
芸
指
導
所
の
設
置

唐
宋
元
明
名
甕
展
覧
會
委
員

正
木
直
彦
識

な
お
、
同
書
の
栄
華
版
が
台
北
の
成
文
出
版
社
有
限
公
司
か
ら
同
じ
年
に
発

行
さ
れ
て
い
る
。

⑪
 

昭
和
三
年
三
月
三
十
一
日
の
官
報
で
、
各
種
工
芸
産
業
の
改
善
発
達
を
図
る

た
め
の
工
芸
指
尊
所
（
商
工
省
管
轄
）
の
設
置
が
公
布
さ
れ
、
同
年
十
一
月
―
―
―

十
日
、
仙
台
に
国
立
工
芸
指
尊
所
が
開
所
し
た
。
初
代
所
長
と
な
っ
た
国
井
喜

太
郎
（
昭
和
十
八
年
三
月
辞
任
し
て
大
日
本
工
芸
会
理
事
長
に
就
任
）
は
、
同

所
の
方
針
に
つ
い
て
「
エ
藝
の
科
學
化
、
エ
藝
の
大
衆
化
、
エ
藝
の
輸
出
化
の

三
大
方
針
を
以
て
臨
ん
だ
」
と
記
し
て
い
る
（
「
工
芸
指
導
所
の
歩
ん
で
き
た
道
」

『
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
』
第
十
七
巻
第
二
号
。

昭
和
二
十
四
年
二
月
五
日
）
。
こ
の
三
大
方

針
に
基
づ
い
て
、
帝
展
第
四
部
が
開
設
さ
れ
商
工
省
主
催
の
商
工
展
の
あ
り
方

が
批
判
さ
れ
る
な
か
、
工
芸
指
導
所
で
は
最
産
で
き
る
日
常
の
工
芸
品
を
研
究

し
て
工
芸
の
振
典
を
図
り
、
ま
た
、
粗
製
濫
造
と
批
判
さ
れ
る
輸
出
品
の
雑
貨

の
意
匠
を
研
究
し
、
輸
出
工
芸
の
振
輿
を
図
る
べ
く
活
動
を
続
け
た
。

本
校
工
芸
部
の
教
官
は
工
芸
指
追
所
の
開
所
に
は
参
画
し
て
い
な
い
が
、
鋳

造
科
の
杉
田
禾
堂
講
師
が
初
期
か
ら
第
二
部
（
金
工
）
長
を
つ
と
め
た
。
所
長

の
国
井
は
本
校
工
芸
部
教
官
と
商
工
展
審
査
を
は
じ
め
、
様
々
な
場
面
で
連
携

を
と
り
、
工
芸
の
発
展
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
。
鋳
造
科
教
官
の
高
村
豊
周

も
連
携
を
保
っ
た
一
人
で
、
卒
業
生
に
工
芸
指
導
所
へ
の
就
職
を
勧
め
、
そ
の

結
果
、
近
代
デ
ザ
イ
ン
運
動
の
担
い
手
の
育
成
に
一
役
買
っ
た
。

録
し
て
後
に
値
へ
ん
が
為
の
み
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